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: は じ め に

前報に継続 してア ミラーゼ糖化とグルコスタット法を組

み合わせたデ ンプン定量について検討した。
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防腐剤の保存効果をみたのが表 2である。安息香酸,又

は 1%ス トマイの添加により糖化液は長期間容定であるこ

が分る。
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図 : 糖化のpHがデンプンの回収に及ぼす影響

表 1 アミラーゼによるデンプンの糖化―酵素の

量と反応時間 (55℃ )の影響

2方 法

可溶性の80%エ タノール抽出残澄を湿ったままで糊化―

糖化に供する。糊化法により次の二法に分かれる。

(1)オ ートクレープ糊化―アミラーゼ糖化。  ポリス

マンでこすりおとしながら遠沈管内の残溢を約20″の水で

50虚三角フラスコに移す。アル ミホイルで栓をし,120℃ ,

l hrの オートクレープにより糊化を行う。 室温に戻 しpH

45の 2M酢 酸ナトリウム緩衝液 1″を加え,AmylogI
ucosidasc(SIGMA,from Rizopus mold,5～ 10u/

暉 )20ワ ,安息香酸 5甲 を小スクープで添加する。 55℃

で 2hr振 とうして糖化を行い,水で50"定容とした後,ろ

過する。ろ液はグルコニス0～ 80牌になるように希釈して

前報 )に述べたクルコスタットーフロー分析により定量する。

(" KOHによる糊化  エタノール抽出残澄に 6潔の05

M KOHを加え約30分 間よく撹伴してデンプンの糊化を行

う。 2"の 28%(V/V)酢酸でpH45と し, 以下 (1)と 同

様にしてく緩衝液は不要 )酵素による糖化及び,糖の定量

を行う。

3 方法の検討結果

(1,ア ミラーゼによる糖化条件の検討  糖化時の酵素量 ,

時間,pH,異なる糊化処理のデンプン回収への影響につい

て稲体試料を用いて調べた。この場合試料は可溶糖の抽出

は行わず,直接,水又はKOHによる磨砕を行った。

酵素の量と反応時間の影響についてみたのが表 1である。

酵素量5ワ,2hr～ 5hrではデンプンの回収が劣るが, 酵

素20噂以上,反応時間 2hr以上では差が認められない。し

たがって,ア ミラーゼによる糖化条件として酵素20暉 ,55

℃での糖化時間 2 hrが適当と考えた。

酵素20暉,55℃ -2hr条件でpHがデンプン回収に及ぼ

す影響をみたのが図 1で ある。玄米,葉鞘のどちらについ

てもpHが 4～ 5の間であれば一定の回収を得ると見てよ

糊化処理としてオートクレープによるものと05MK釧
によるものとの比較をみたのが表 3である。この結果,糊

化処理によるデンプン回収の差は認めがたい。しかしこれ

は試料をKOHと よく磨砕した場合であり,一般的にはオ
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表 3 オートクレープ, o5M KOH糊化処理に
よるデンプン回収の比較

表 5 デンプン定量における磨砕,水抽出の影響

デンプン回収 試 料

(出穂期)

デンプン含量 (mgGlu/01,試料 )

抽出 エ タ ノ ー ル 水抽出

糖イヒ ア ミラーゼ HCl加水分解 アミラーゼ
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―トクレープの方が簡便であると考える。

12)デンプン分析法の比較  糖化法としてアミラーゼ法,

又は従来よく用いられる07NHCl加水分解法)を用いた

場合,糖の定量としてグルコスタット若しくはアンスロン

法を用いた場合のデンプン定量値について比較したのが表

4である。その結果糖の定量にグルコスタットを用いた場

合に比べ,ア ンスコンを用いた場合は,葉鞘で約30%.葉
身で数倍の過大評価することになる。アンスロンは玄米の

ようにデンプンが主体である試料以外には不適な方法とい

える。グルコスタットを用いると糖化の穏やかなアミラー

ゼ法とやや過激なHCl加水分解法との間には殆ど差が認め

られない。したがってデンプン分析のポイントはグルコー

スの特異的定量にあるといえる。

表 4 アミラーゼ法とHCl加水分解法の比較

出時にデンプンの一部が水に溶解して失なわれたものと考

えられる。

4  ま  と め

(1)ア ミラーゼによる水稲風乾試料中のデンプンの糖化条

件として,試料 01～ 02′ に対しアミログルコシダーゼ

酵素量20ワ,55℃ の糖化時間 2hr, pH 4～ 5が適当であ

った。酵素糖化の前の糊化法としてオートクレープ処理
,

05 MKOH処理 との間にデンプンの回収の差はないが
,

オートクレープの方が簡便である。

●)ア ミラーゼ法と07 NHCl加 水分解法との比較を見

たところ,糖の定量としてグルコスタットを用いた場合,

両法の値に差がなかった。しかしアンスロン法による場合

はグルコスタット法に比べ 5～ 8ワ /01,試 料ほど過大

になった。可溶性糖抽出時の磨砕によリデンプンの回収が

向上することはなかった。水挑出処理後のデンプンの回収

は劣った。
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試  料

デンプン含量mメЩu/01′
ア ミ ラ ー ゼ HCl
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葉身 出穂期

葉鞘 ″

穂  ″

かん基 ″

13
228
885
19
188
30
299

52
26 1

925
80
268
86

36 0

16
225
880
15
184
30
020

63
26 3

87 0

73
27 1

90
39 5

エタノール抽出時の乳鉢磨砕の効果,水抽出処理のデン

プン回収への影響についてみたのが表 5である。まずエタ

ノール抽出時の磨砕の効果については,総 じて磨砕により

回収が向上することはないといえる。水抽出処理後のデン

プンの回収は,エ タノール抽出に比べ明らかに低く,水抽
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